
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル・

管
理
に
関
す
る
無
料
相
談

八
潮
市
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業

消
費
生
活
展

〜
み
つ
め
よ
う
み
ん
な
の
く
ら
し
〜

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

都
市
農
業
経
営
研
修
会

体
験
講
座
「
う
ど
ん
づ
く
り
」

全国春の火災予防運動 ― ３月１日～３月７日 ―

『消したはず  決めつけないで  もう一度』

条例により義務化された住宅用火災警報器を設置しましょう。
※悪徳な訪問販売員による被害が各地で多発しています。十分注意しましょう。

【重点目標】
１ 住宅防火対策の推進

☆ 寝たばこは、絶対しない。
☆ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

ゴミは収集日に出すことを徹底し、家の周りに新聞、雑誌など燃えやすいも
のは置かないようにしましょう。

２ 放火火災防止対策の推進

防災訓練に進んで参加し、地域ぐるみの協力体制を築きましょう。
３ 地域の防火対策の推進

☆☆　３つの習慣・４つの対策　☆☆
３つの習慣

☆ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
☆ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
☆ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
☆ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

４つの対策

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

市が交通事故防止特別対策地域に指定！
　平成２３年中に市内で発生した交通事故によって６人の尊い命が失われ、これは過
去３年間の同時期の平均と比べて４人も多く大変憂慮すべき事態となりました。このた
め、１月１０日から４月９日までの3カ月間、県から交通事故防止特別対策地域に指定さ
れました。
　市では、市長を本部長とする交通事故防止特別対策本部を設置するとともに、交通
事故防止特別対策推進計画を策定しました。今後、草加警察署をはじめとする関係
機関・団体と連携しながら、次の交通事故防止特別対策を実施します。

　交通安全の基本は、一人ひ
とりが交通ルールと正しい交通
マナーを身につけ実践すること
です。日頃より、交通安全に関
する意識を高め、ゆとりと思い
やりのある行動に努めましょう。
□問交通防災課☎○内 ３０８

１．交差点の交通事故防止
　・二輪車を含めた自動車運転者への啓発活動の推進
　・交差点付近における りっ    しょう立哨活動の強化
　・交差点を中心とした道路環境の整備
２．自転車の交通事故防止
　・学校における自転車交通安全教育の推進
　・通学時における通学路などでの街頭指導の強化
　・自転車利用者に対する啓発活動の推進
３．高齢者の交通事故防止
　・高齢者の交通事故防止に関する啓発活動の強化
　・高齢者の特性に応じた交通安全教育の推進
４．市民に対する交通事故発生情報の積極的提供
　・事業所に対する広報啓発活動の推進
　・週末における広報啓発活動の推進

□問消防本部予防課☎９９６－０１３４

○家電リサイクル法に基づいた適正なリサイクルと不法投棄の防止にご協力ください。
　◎適正なリサイクルには、リサイクル料金が必要です。
　◎ごみの収集場所に出しても回収されません。
　　不法投棄となりますので絶対出さないでください。
◇ 正しいリサイクルの方法 ◇
　①買い換え時に不用になった家電製品を処分するとき　
　　⇒新しい製品を購入するお店に引き取りを頼む
　②不用になった家電製品を処分するだけのとき
　　⇒その製品を購入したお店に引き取りを頼む
　③購入したお店が分からないとき
　　⇒環境リサイクル課または
　　　㈶家電製品協会（☎０３－３５７８－１４０６）へ
●不法投棄は犯罪です！
　５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰金、
　またはこの両方の罰則を受けることがあります。
□問環境リサイクル課☎○内 ２３４

廃
家
電
は
正
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
！

　
　
　
　
　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

廃家電の適正処理にご協力ください
―テレビ、エアコン、冷蔵・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機―

に
対
す
る
興
味
検
査
③
経
験
か
ら
見
つ
け

る
自
分
の
強
み

講
師　

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課
（
☎
○内
8
1
1
）
へ

①
釣
り
し
の
ぶ
教
室
〜
江
戸
の
粋
な
風
物

詩
、
釣
り
し
の
ぶ
を
作
っ
て
育
て
て
み
ま

せ
ん
か
！
〜

□日
3
月
10
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

□場
八
幡
公
民
館
研
修
室　

□内
釣
り
し
の
ぶ
の
作
り
方
、
シ
ノ
ブ
の
育

て
方

講
師　

深
野
晃
正
さ
ん
（
江
戸
川
伝
統
工

芸
保
存
会
つ
り
し
の
ぶ
萬
円
会
長
）

□持
ハ
サ
ミ

□定
10
人
（
申
込
順
）

□費
2
2
0
0
円
（
材
料
代
）

②
第
5
回
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

□日
2
月
22
日
㈬
、
24
日
㈮
、
29
日
㈬
、
3

月
2
日
㈮
、
7
日
㈬
（
全
5
回
）　

午
後

1
時
30
分
〜
3
時

□場
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

□対
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
デ
ジ
カ
メ
を

使
う
方

□内
画
像
の
編
集
〜
写
真
加
工
〜

講
師　

山
木
知
二
さ
ん
（
や
し
お
市
民
大

学
O
B
会
）

□定
10
人
（
申
込
順
）

おしらせHOTコーナー　案内・催し

コ
ー
ナ
ー
」
に
も
設
置
）
し
ま
す
。

　

掲
載
は
、
規
則
な
ど
を
定
め
る
機
会
の

あ
る
た
び
と
な
る
た
め
不
定
期
で
す
が
、

意
見
の
募
集
期
間
を
原
則
30
日
間
と
し
て

い
ま
す
。「
市
民
参
画
」
コ
ー
ナ
ー
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
の
あ
る
と
き
は
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

□問
▼
内
容
＝
掲
載
し
て
い
る
担
当
課
▼

制
度
＝
総
務
人
事
課
☎
○内
2
3
0

　

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の

申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
郵

　

市
で
は
、
行
政
手
続
条
例
に
基
づ
き
、

規
則
な
ど
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
す
る
と
き
は
、
そ
の
要
領
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
参
画
」
コ
ー
ナ

ー
に
掲
載
（
市
役
所
1
階
「
840
情
報
資
料

送
、
持
参
ま
た
は
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）」

に
よ
る
電
子
申
告
に
よ
り
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
用
紙
が
な
い
場
合
や
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
☎
○内
4
1
2　

□日
2
月
25
日
㈯  

午
後
1
時
15
分
〜
（
午

後
1
時
受
付
）

□場
J
A
さ
い
か
つ
八
潮
八
條
支
店
会
議
室

□内
都
市
近
郊
の
農
家
経
営
に
つ
い
て

□費
無
料

□申
農
政
課
☎
○内
2
9
9
、
J
A
さ
い
か
つ 

八
潮
八
條
支
店
☎
996
・
2
1
0
4

　

専
門
の
国
家
資
格
者
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

□日
2
月
17
日
㈮　

午
後
6
時
〜
9
時

□場
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
多
目
的
ホ

ー
ル
Ａ

□問
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
☎
048
・

250
・
6
3
1
6
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
☎
○内

2
7
0

　

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年
4
月

以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
け
出
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

□対
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土

地
を
新
た
に
取
得
し
た
方（
個
人
・
法
人
・

面
積
を
問
わ
ず
）※
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
け
出
を
提
出

し
て
い
る
方
は
対
象
外

（6） 平成24年2月10日広報 No.735

□日
２
月
25
日
、
３
月
３
日
（
各
土
曜
日
・

全
２
回
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

□場
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室

□内
く
ず
し
字
を
読
み
、
歴
史
を
学
ぶ

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎ 

997
・

６
６
６
６
）
へ

□日
3
月
3
日
㈯　

午
後
2
時
〜
3
時

□場
資
料
館
企
画
展
示
室

□内
開
催
中
の
企
画
展
「
八
潮
の
古
道
|
下

妻
街
道
と
地
域
の
歴
史
|
」
の
解
説
会

□費
無
料

□問
資
料
館
☎
997
・
6
6
6
6

□日
2
月
18
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

□場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

□内
市
民
大
学
2
学
年
生
5
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
、
1
年
間
の
研
究
成
果
発
表　
　
　
　

□問
社
会
教
育
課
☎
○内
3
9
7

□日
3
月
1
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

□場
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

□対
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

□内
①
自
己
分
析
の
必
要
性
、
方
法
②
就
職

□費
無
料

③
親
子
で
学
ぼ
う
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

□日
2
月
25
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
2

時
30
分

□場
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

□対
お
お
む
ね
小
学
校
5
年
生
以
上
の
親
子

お
よ
び
一
般
の
方

講
師　

細
野
清
文
さ
ん
（
ｅ-

ネ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
バ
ン
）

□定
50
人
（
申
込
順
）

④
幼
児
家
庭
教
育
学
級
「
す
ぐ
出
来
る
ひ

な
ま
つ
り
料
理
」

□日
2
月
28
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

□場
八
幡
公
民
館
調
理
室

□対
幼
児
を
持
つ
親
、
ま
た
は
子
育
て
に
関

心
の
あ
る
方

講
師　

八
潮
市
食
生
活
改
善
推
進
会

□持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
は
し
な
ど

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
500
円
（
材
料
費
）

※
託
児
若
干
名
あ
り

―
①
〜
④
共
通
―

□申
窓
口
ま
た
は
電
話
（
③
は
電
子
申
請
で

申
込
可
）
で
八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
6
2

1
6
※
受
付
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
）
へ

　

市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
児

童
・
生
徒
に
よ
る
日
常
的
な
学
習
成
果
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
す
。

□日
2
月
15
日
㈬　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

□場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

□問
松
之
木
小
学
校
・
佐
藤
☎
996
・
1
3
7

7□日
3
月
6
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

□場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方
※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
が

必
要
な
方
は
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

□内
▼
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
▼
悪
徳
商

法
の
手
口
な
ど
の
防
犯
に
つ
い
て

□日
4
月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
（
2

年
間
）

□内
資
料
館
の
運
営
お
よ
び
資
料
保
存
な
ど

に
関
す
る
事
項
の
調
査
・
審
議
を
行
う（
年

2
回
予
定
）

□定
2
人

□申
2
月
29
日
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙

（
資
料
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
）
に
記
入
の
う
え
、
資
料
館
（
☎
997
・

6
6
6
6
）
へ

　

消
防
団
は
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害

か
ら
地
元
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

□対
市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
健
康

な
方
（
女
性
は
消
防
団
本
部
に
所
属
）

□内
8
月
＝
夏
季
訓
練
、
11
月
＝
特
別
点
検

□問
消
防
本
部
総
務
課
☎
996
・
0
1
1
9

□日
4
月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
（
2

年
間
）

届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ

る
市
町
村
長
へ

□問
県
森
づ
く
り
課
☎
048
・
830
・
4
3
1
2

□日
2
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館

□内
各
消
費
者
団
体
の
活
動
や
、
生
活
に
役

だ
つ
ヒ
ン
ト
・
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

実
践
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
。

手
作
り
品
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
る
景
品
配
布
、
小
松
菜

無
料
配
布
、
模
擬
店
（
ま
ぜ
ご
飯
・
玉
こ

ん
に
ゃ
く
・
み
そ
お
で
ん
ほ
か
）

●
特
産
品
・
推
奨
品
フ
ェ
ア
2
0
1
2
を

同
時
開
催

□日
2
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
前
み
ど
り
の
広
場

□内
市
内
特
産
品
・
推
奨
品
の
販
売
お
よ
び

小
松
菜
チ
ヂ
ミ
バ
ー
ガ
ー
（
埼
玉
Ｂ-

1

グ
ル
メ
優
勝
：
草
加
市
）
も
出
店
。
復
興

支
援
と
し
て
岩
手
県
遠
野
市
の
物
産
販

売
、
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
大
会
（
幼
稚
園
児
か

ら
小
学
生
ま
で
）、
大
抽
選
会
を
実
施
。

□問
八
潮
市
商
工
会
☎
996
・
1
9
2
6

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
3
3
6

□日
2
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
1
時
30
分

□場
資
料
館

□対
小
学
生
以
上

□持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

□定
20
人
（
申
込
順
）※
参
加
者
以
外
の
方

の
入
室
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

□費
300
円
（
材
料
費
）

□申
2
月
22
日
ま
で
に
窓
口
、
電
話
、
電
子

申
請
で
資
料
館
（
☎
997
・
6
6
6
6
）
へ

□持
筆
記
用
具

□定
30
人
（
八
潮
市
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、

そ
の
他
の
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
申

込
順
）

※
参
加
者
が
5
人
未
満
の
場
合
は
中
止

□費
無
料

□申
2
月
17
日
ま
で
に
、
窓
口
、
電
話
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
（
☎
997
・
8
5
5
3
、
■FAX 

995
・

5
2
8
7
）
へ

　

募
集
戸
数
を
超
え
て
応
募
者
が
あ
っ
た

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

入
居
予
定
日　

4
月
上
旬

□対
▼
市
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
▼

入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所

得
が
月
額
15
万
8
0
0
0
円
以
下
の
方

（
裁
量
世
帯
は
月
額
21
万
4
0
0
0
円
以

下
）▼
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
▼
現
に

同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
る
方
▼
暴
力
団
員
で
な
い
方

□内
一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
3
人
以
上
世
帯

向
け
）▼
募
集
住
宅
＝
中
馬
場
住
宅
1
号

棟
1
階
（
八
潮
8-

7-

13
）▼
戸
数
＝
1

戸
▼
間
取
り
＝
3
Ｄ
Ｋ
▼
家
賃
＝
月
額
2

万
7
7
0
0
円
〜
5
万
4
5
0
0
円

申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間　

2
月
17
日

ま
で

□問
営
繕
･
住
宅
課
☎
○内
3
2
4

　

市
の
臨
時
職
員（
一
般
事
務
・
保
育
士
・

調
理
師
・
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
）

と
し
て
働
き
た
い
方
は
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
名
簿
の
中
か
ら
、
職
種
、
期

間
、
時
間
帯
な
ど
の
条
件
に
合
っ
た
方
に

対
し
、
担
当
課
か
ら
随
時
、
業
務
案
内
や

面
接
日
時
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

※
登
録
し
た
方
、
ま
た
は
担
当
課
か
ら
連

絡
さ
れ
た
方
が
、
必
ず
雇
用
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
登
録
用
紙
の
配
布

　

総
務
人
事
課
に
て
配
布
。
郵
送
希
望
の

方
は
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員
登
録
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
名
を
明
記
し

た
定
型
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
（
80
円
切

手
貼
付
）
を
同
封
し
て
総
務
人
事
課
へ
。

●
登
録
の
受
付

　

登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
一

般
事
務
以
外
の
職
種
は
資
格
証
（
保
育
士

の
場
合
は
保
育
士
証
）
の
写
し
を
添
付
の

う
え
、
総
務
人
事
課
へ
持
参
。
郵
送
の
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員
登
録
用

紙
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
・
場
所

　

総
務
人
事
課
で
随
時
受
付

●
登
録
の
有
効
期
間

　

受
付
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

□問
総
務
人
事
課
☎
○内
２
３
８

　

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
窓
口
受
付
・
審

査
・
交
付
事
務
を
行
う
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□日
月
〜
金
曜
日　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

7
時
の
う
ち
4
〜
5
時
間

□定
若
干
名

□費
時
給
850
円
（
交
通
費
は
規
定
に
よ
り
支

給
）

□申
2
月
21
日
ま
で
に
、
駅
前
出
張
所
（
☎

999
・
0
8
4
0
）
へ
（
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

□日
4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日

□対
健
康
で
徴
収
業
務
に
従
事
可
能
な
市
内

在
住
の
方

□内
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

徴
収
業
務
の
補
助

□定
11
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

□費
▼
基
本
報
酬
＝
月
額
7
万
4
1
0
0
円

以
内
▼
能
率
報
酬
＝
現
年
分
徴
収
額
の
3

パ
ー
セ
ン
ト
、
滞
納
繰
越
分
は
6
パ
ー
セ

ン
ト

□申
3
月
8
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

□対
満
20
歳
以
上
（
平
成
24
年
4
月
1
日
現

在
）
で
市
内
在
住
の
方
※
市
職
員
、
市
議

会
議
員
、
市
の
審
議
会
委
員
を
除
く

□内
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

事
項
の
審
議
お
よ
び
施
策
へ
の
協
力

□定
1
人

□申
3
月
22
日
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
（
年
齢
）・
性
別
・

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の

作
文
（
400
字
程
度
）
を
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

課
（
☎
○内
2
3
4
）
へ

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

受
付　

4
月
27
日
ま
で

試
験
日　

5
月
12
日
・
13
日

□対
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22
歳
未
満

は
、
大
卒
※
見
込
み
含
む
）

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
術
）

受
付　

4
月
4
日
ま
で

試
験
日　

4
月
13
日
〜
16
日
の
う
ち
1
日

□対
一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方
、
技

術
＝
18
歳
以
上
53
歳
未
満
で
各
国
家
免
許

資
格
な
ど
を
有
す
る
方

□問
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
☎
048
・

466
・
4
4
3
5

付
）
を
納
税
課
（
☎
○内
8
2
6
）
へ

□日
4
月
か
ら
（
週
3
〜
5
日
）　

午
前
9

時
〜
午
後
4
時　

□対
看
護
師
、
保
健
師
、
介
護
支
援
専
門
員

い
ず
れ
か
の
資
格
取
得
者
で
実
務
経
験
が

あ
る
方

□内
要
介
護
認
定
調
査
業
務
な
ど

□定
3
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

□費
時
給
1
3
5
0
円

□申
2
月
22
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
お
よ
び
登
録
証
明
書
な
ど
の
写
し
を

長
寿
介
護
課
（
☎
○内
4
4
9
）
へ


